
 

 

 

 

 

 

１ 日 時 平成２９年１１月３０日（木） 

２ 学 年 第５・６学年１６名（５年 男子６名 女子４名  ６年 男子４名 女子２名） 

３ 単元観（５年）                                             単元観（６年） 

 

４ 児童観（５年）                                             児童観（６年） 

算数 第5・6学年 神石高原町立来見小学校 指導者  村上 朱美 

   

 

 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

 

 

 
「主体性」「論理的思考力」「自己理解」「自らへの自信」 

クリスマス会をしよう！！ ＜５年 分数（１） ＜６年 場合を順序よく整理して＞ 

 本単元は，学習指導要領A（４）「分数」の「分数についての理解を深めるとともに，異分母の分数の加法及び減法の意味について理解し，それらを

用いることができるようにする。」を受けて設定したものである。 

 分数については，第２学年で分数を理解していく上での素地的な学習を行っており，第３学年では分数の第一義を学習し，第４学年では同分母数の

加減や等しい分数について学習してきている。第５学年では，これらの既習事項をふまえながら，等しい大きさの分数の性質やつくり方を手がかりと

して，「約分，通分」を指導し，続いて異分母分数の加法及び減法の計算の仕方を考え，それらの計算ができるようになることをねらいとしている。 

 本単元の「単元をつらぬくアイディア（本質）」は，「分数は１を○等分した○こ分」であると考える。分数で表される全ての事象は「１」をもと

に構成されているものである。また，本単元では「通分して単位分数のいくつ分として考える」ことも大切である。このことを単元全体を通して指導

していくことで「１」を基準に考えることを習慣づけたい。さらに，単位の考えに着目すればよいことに気づかせ，もとになる単位が何個分あるかで

計算の仕方を考えさせるようにする。 

本単元で学習したことは，実生活において，物を分けたり，比べたりするなど幅広く活用できるものであると考える。その際，小数と同様に「１」

を基準に考えることを繰り返し，意識づけていくようにする。 

 

 本単元は，学習指導要領D（５）「起こり得る場合」の「具体的な事柄について，起こり得る場合を順序よく整理

して調べることができるようにする。」を受けて設定したものである。 

 小学校５学年までの分類整理して考える活動から発展させて，第６学年では，起こり得る全ての場合を適切な観点

から分類整理して，順序よく列挙できるようにすることをねらいとしている。 

 本単元の「単元をつらぬくアイディア（本質）」は，「具体的な事象に即して図や表などを用いて誤りなく全て

の場合を表すこと」であると考える。起こり得る全ての場合を分類整理するには，図や表などにまとめて考えること

が必要となってくる。 その際，「どこが全体で，どこが部分か」という「全体－部分①＝部分②，全体－部分②＝

部分①，部分①＋部分②＝全体」についても指導を行っていく。 

 本単元で学習したことは， あらゆる教科・領域で起こり得る全ての場合を順序よく整理する際に役に立つことは

もちろん，実生活の中でも幅広く活用できるものであると考える。 

 

 

 

児童の資質能力の実態を把握するため，質問紙調査を行った。 

資質・能力 質問紙調査 

結果（人数） 

とても 
そう思う 

やや 
そう思う 

あまりそう 
思わない 

全くそう 
思わない 

主体性 
授業では，解決しようとする課題について「なぜだろう。」「や
ってみたい。」と思います。 

１ ７ １ ０ 

論理的思考力 
授業では，自分の考えとその理由を明らかにして，相手に分かり
やすく伝わるように発表を工夫しています。 ２ ５ ２ ０ 

自己理解 

学習の振り返りをするときには，「どこまで分かったか。」「学

習の方法でうまくいったことや失敗したことなどの理由」を考え
ています。 

３ ５ １ ０ 

自らへの自信 

学習の振り返りをするときには，「もっと考えてみたいこと」，

「もっと調べてみたいこと」，「もっと工夫してみたいこと」な
どを考えています。 

２ ５ ２ ０ 

質問紙調査の結果，本校の設定する資質・能力に関して，全体的に肯定的な回答が多く見られた。その一方で，論理的思考力と自ら

への自信については，やや否定的な回答が見られた。 

また，本単元を学習する前に行ったレディネステストを行った。 

番号 内容 正答率 

１ 分数の意味を「１」を使って図や言葉で説明することができる。 ７０％ 

２ 同分母分数のたし算やひき算を論理的に説明することができる。 ８０％ 

レディネステストの結果から，児童には分数が「１」を基準にして表されていることや同分母分数のたし算やひき算の計算の考えは

定着しているといえる。その一方で，図や言葉を使って自分の考えを分かりやすく説明することに課題が見られる児童もいた。 

 児童の資質能力の実態を把握するため，質問紙調査を行った。 

資質・能力 質問紙調査内容 

結果（人数） 

とても 
そう思う 

やや 
そう思う 

あまりそう 
思わない 

全くそう 
思わない 

主体性 
授業では，解決しようとする課題について「なぜだろう。」「や
ってみたい。」と思います。 

３ ３ ０ ０ 

論理的思考力 
授業では，自分の考えとその理由を明らかにして，相手に分かり
やすく伝わるように発表を工夫しています。 

１ ３ ２ ０ 

自己理解 

学習の振り返りをするときには，「どこまで分かったか。」「学
習の方法でうまくいったことや失敗したことなどの理由」を考え

ています。 
１ ３ ２ ０ 

自らへの自信 
学習の振り返りをするときには，「もっと考えてみたいこと」，
「もっと調べてみたいこと」，「もっと工夫してみたいこと」な

どを考えています。 

２ ２ ２ ０ 

質問紙調査の結果，本校の設定する資質・能力に関して，主体性や論理的思考力，自らへの自信で肯定的な回答が多く見られた。そ

の一方で，自己理解ついては，否定的な回答が見られた。 

また，本単元を学習する前に行ったレディネステストを行った。 

番号 内容 正答率 

１ 全体―部分①＝部分②，全体―部分②＝部分① 部分①＋部分②＝全体の問題を

解くことができる。 

５０％ 

２ 全体―部分①＝部分②，全体―部分②＝部分① 部分①＋部分②＝全体の問題を

論理的に説明することができる。 

３３％ 

 レディネステストの結果から，児童はこれまでに学習した「全体－部分①＝部分②，全体－部分②＝部分①，部分①＋部分②＝全体」

の問題の意味理解があまり定着していないことが分かった。 



５ 指導観（５年）                                             指導観（６年） 

 

６ 単元で育てたい資質・能力及び本単元の目標と評価規準（５年）      単元で育てたい資質・能力及び本単元の目標と評価規準（６年） 

 指導にあたっては，以下の工夫を行う。 

 

(1)主体的・対話的で深い学びに向けた指導の工夫 

・実際に活動する問題（クリスマス会）に取り組むことで，子供に「解決したい。」，「どうしたらいいんだろ

う。」，「自分の考えを伝えたい。」という意欲や疑問を持たせる。 

・「既習内容を使えば解けそうだ。」という見通しを持たせることで，主体的に学習に臨めるようにする。 

・図を使って自分の考えの理由をノートに書かせることにより，考え方の根拠を明確にさせる。 

・どのような考え方で単位量あたりの数量を求めたかを，図と式を結び付けて説明させる。 

・練り合いの場面で，「単元をつらぬくアイディア（本質）」を活用して，お互いの考えの共通点や相違点につ

いての意見交流を行い，目指す資質・能力を育成できるようにする。 

(2)振り返り場面の指導の工夫 

・自らの学びを振り返り，授業を通して分かったことや考えたこと，成長したことを発表させる。 

(３)児童の実態に合わせた指導の工夫 

・実際に活動する事象を取り上げることで，子供達が単元をつらぬくアイディア（本質）の普遍性を実感できる

ようにする。 

 

 指導にあたっては，以下の工夫を行う。 

 

(1)主体的・対話的で深い学びに向けた指導の工夫 

・実際に活動する問題（クリスマス会）に取り組むことで，子供に「解決したい。」，「どうしたらいいんだろ

う。」，「自分の考えを伝えたい。」という意欲や疑問を持たせる。 

・「既習内容を使えば解けそうだ。」という見通しを持たせることで，主体的に学習に臨めるようにする。 

・図を使って自分の考えの理由をノートに書かせることにより，考え方の根拠を明確にさせる。 

・どのような考え方で起こり得る全ての場合を求めたかを，図と式を結び付けて説明させる。 

・練り合いの場面で，「単元をつらぬくアイディア（本質）」を活用して，お互いの考えの共通点や相違点につ

いての意見交流を行い，目指す資質・能力を育成できるようにする。 

(2)振り返り場面の指導の工夫 

・自らの学びを振り返り，授業を通して分かったことや考えたこと，成長したことを発表させる。 

(３)児童の実態に合わせた指導の工夫 

・実際に活動する事象を取り上げることで，子供達が単元をつらぬくアイディア（本質）の普遍性を実感できる

ようにする。 

 

 

＜本校で身に付けさせたい資質・能力＞ 

本校で身に付けさせたい資質・能力 

資質・能力 めざす児童の姿 算数科での児童の姿 

主体性 
 

自分で考えて行動する児童 課題解決に向けて自分の考えや意見を進んで表現する姿。 

 
論理的思考力 

根拠を明らかにして，理由
をつけて自分の意見を述べ
る児童 

課題解決に必要なことを理解して，筋道を立てて考え，式・図・言葉を
相互に関連付けて表現する姿。 

 
自己理解 
 

自分の学習活動について自
分が出来ている事，出来て
いない事が分かる児童 

意見交流を通して「自分や友達の考えの良さ」や「自分の誤り」に気付
き，表現したり，修正したりする姿。 

自らへの自信 
周囲との関わりを通して「
自分の良さ」に気付く児童 

振り返りの場面でお互いの考えの良さを伝える姿や自分の説明で他の児
童を納得させる姿。（「なるほど」「そういうことか」「わかった」） 

＜単元で育てたい資質・能力と評価規準＞ 

資質 
能力 

評価規準 

Ｉ Ｃ Ｅ 

主体
性 
 
 

約分や通分，異分母分数の加減
計算について考える問題に疑問
をもち，自分で問題を解こうと
している。 

約分や通分，異分母分数の加減計
算の仕方や表し方を既習事項を使
って表現している。 

約分や通分，異分母分数の加減計算について考え
る問題を解く時に，「分数は１を○等分した○こ
分」という考え方に気付き，他の問題でも積極的
に活用している。 

論理
的思
考力 

約分や通分，異分母分数の加減
計算の仕方や表し方を式・図・
言葉を使って表現している。 

約分や通分，異分母分数の加減計
算の仕方や表し方を算数カードを
使ったり，友達の考えを使ったり
して分かりやすく表現している。 

「分数は１を○等分した○こ分」という「単元を
つらぬくアイディア（本質）」を使って，本単元
の全ての問題，またパフォーマンス課題に取り組
み，日常生活の場面につなげて表現している。 

自己
理解 

練り合いの場面で，友達の質問
に答えたり，友達に質問したり
している。 

練り合いの場面で，友達の質問に
答えたり，友達に質問したりする
中で，自分や友達の考えの良さに
気付き，間違っていた場合は適切
に修正している。 

練り合いの場面で，友達の質問に答えたり，友達
に質問したりする中で，どの考えも「単元をつら
ぬくアイディア（本質）」につながっていること
に気付き，表現したり，修正したりすることがで
きる。 

自ら
への
自信 

振り返りの場面で，自分が分か
ったことを伝えている。 

振り返りの場面で，自分が分かっ
たことや，友達の考えの良さを伝
えている。 

振り返りの場面で，自分が分かったことや，友達
の考えの良さを伝えるとともに，学習した「分数
は１を○等分した○こ分」の考えを実際の生活場
面で生かそうとしている。 

 

＜本校で身に付けさせたい資質・能力＞ 

本校で身に付けさせたい資質・能力 

資質・能力 めざす児童の姿 算数科での児童の姿 

主体性 
 

自分で考えて行動する児童 課題解決に向けて自分の考えや意見を進んで表現する姿。 

 
論理的思考力 

根拠を明らかにして，理由
をつけて自分の意見を述べ
る児童 

課題解決に必要なことを理解して，筋道を立てて考え，式・図・言葉を
相互に関連付けて表現する姿。 

 
自己理解 
 

自分の学習活動について自
分が出来ている事，出来て
いない事が分かる児童 

意見交流を通して「自分や友達の考えの良さ」や「自分の誤り」に気付
き，表現したり，修正したりする姿。 

自らへの自信 
周囲との関わりを通して「
自分の良さ」に気付く児童 

振り返りの場面でお互いの考えの良さを伝える姿や自分の説明で他の児
童を納得させる姿。（「なるほど」「そういうことか」「わかった」） 

＜単元で育てたい資質・能力と評価規準＞ 

資質 
能力 

評価規準 

Ｉ Ｃ Ｅ 

主体
性 
 
 

全体と部分について考える問
題に疑問をもち，自分で問題を
解こうとしている。 

全体と部分についての表し方を既習
事項を使って表現している。 

全体と部分について考える問題を解く時に，「全体
－部分①＝部分②，全体－部分②＝部分①，部分①＋
部分②＝全体」という考え方に気付き，他の問題で
も積極的に活用している。 

論理
的思
考力 

全体と部分について考える問
題を式・図・言葉等を使って表
現している。 

全体と部分についての表し方を算数
カードを使ったり，友達の考えを使
ったりして，分かりやすく表現して
いる。 

「全体－部分①＝部分②，全体－部分②＝部分①，部
分①＋部分②＝全体」という「単元をつらぬくアイ
ディア（本質）」を使って，本単元の全ての問題，
またパフォーマンス課題に取り組み，日常生活の場
面につなげて表現している。 

自己
理解 

練り合いの場面で，友達の質問
に答えたり，友達に質問したり
している。 

練り合いの場面で，友達の質問に答
えたり，友達に質問したりする中で
自分や友達の考えの良さに気付き，
間違っていた場合は適切に修正して
いる。 

練り合いの場面で，友達の質問に答えたり，友達に
質問したりする中で，どの考えも「単元をつらぬく
アイディア（本質）」につながっていることに気付
き，表現したり，修正したりすることができる。 

自ら
への
自信 

振り返りの場面で，自分が分か
ったことを伝えている。 

振り返りの場面で，自分が分かった
ことや，友達の考えの良さを伝えて
いる。 

振り返りの場面で，自分が分かったことや，友達の
考えの良さを伝えるとともに，学習した「全体－部
分①＝部分②，全体－部分②＝部分①，部分①＋部分
②＝全体」の考えを実際の生活場面で生かそうとし
ている。 

 



 

 

 

 

＜本単元の目標＞ 

・「分数は「１」を○等分した○こ分」という考え方と「単位分数のいくつ分」を活用して約分や通分の仕方や表

し方を理解し，異分母分数の加減計算ができる。 

 

 

＜本単元の評価規準＞ 

観点 評 価 規 準 

算数についての関心・ 

意欲・態度 

進んで分数の性質を調べたり，分数を使った問題を解いたりしようとする。 

 

数学的な考え方 
単位の考えに着目して，異分母分数の加法や減法の計算の仕方を考えたりすることがで

きる。 

数量や図形についての技能 異分母分数の加減計算ができる。 

数量や図形についての 

知識・理解 
分数の約分・通分について理解する。 

 

 

＜本校の振り返り場面でのICEルーブリック＞ 

I（考え，基礎知識） C（つながり） E（応用，広がり） 

・授業で分かったことを

言うことができる。 

・友達の考えを聞いて

考えたことや新しく

分かったことを言う

ことができる。 

・授業を通して分かったこ

とを，これからの学習や

生活にいかそうとしてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本単元の目標＞ 

・図や表などを用いて，場合を順序よく整理して落ちや重なりのないように調べることができる。また，「全体－

部分①＝部分②，全体－部分②＝部分①，部分①＋部分②＝全体」の考え方を活用して，全体の中から条件にあった

ものを見つけることができる。 

 

＜本単元の評価規準＞ 

観点 評 価 規 準 

算数についての関心・ 

意欲・態度 

いろいろな場合を調べるのに，観点をきめたり，図や表を工夫したりして順序よく整理 

して調べようとする。 

数学的な考え方 
組み合わせや並べ方を順序よく整理して，落ちや重なりのないように調べる方法を考え 

ることができる。 

数量や図形についての技能 
組み合わせや並べ方を順序よく整理して，落ちや重なりのないように調べることができ

る。 

数量や図形についての 

知識・理解 

組み合わせや並べ方を順序よく整理して，落ちや重なりのないように調べるためには， 

観点を決めたり，図や表を工夫して調べればよいことを知る。 

 

＜本校の振り返り場面でのICEルーブリック＞ 

I（考え，基礎知識） C（つながり） E（応用，広がり） 

・授業で分かったことを

言うことができる。 

・友達の考えを聞いて

考えたことや新しく

分かったことを言う

ことができる。 

・授業を通して分かったこ

とを，これからの学習や

生活にいかそうとしてい

る。 

 



１０ 本時の展開（５年）      本時の展開（６年） 

（１）本時の目標 学習してきたことを活用して単元課題を解くことができる。                     （１）本時の目標 学習してきたことを活用して単元課題を解くことができる。 

（２）準備物   問題文 ヒントカード                                 （２）準備物   問題文 ヒントカード 

（３）本時の展開                                            （３）本時の展開 

 

 

 

 

 

学習過程（９／１０）                                          学習過程（９／１０） 

評価規準 

【観点】 

判断基準 

（方法） 

指導上の留意点 主な発問と児童の反応予想 
学習

活動 
  

学習

活動 
主な発問と児童の反応予想 指導上の留意点 

評価規準 

【観点】 

判断基準 

（方法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習リーダーに進め

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・分からない児童には

ヒントカードを用意

しておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本時の課題を知る。 

 
 

 

 

 

 

２ 自力解決をする。 

ア  ３と１／４＋２と３／８＋１／２＝６と１／８ 

    

ジュースは６と１／８L用意したほうがよい。 

             

イ ３と１／４＋２と３／８＋１／２＝６と１／８ 

  ６＋１＝７ 

ジュースは６Lでは足りないので，７L用意したほうがよい。 

 

ウ 分からない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

つ 

か 

む 

⑩ 

 

 

 

 

 

 

２ 

さ 

ぐ 

る 

⑫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １ 

つ 

か 

む 

⑩ 

 

 

 

 

 

 

２ 

さ 

ぐ 

る 

⑫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本時の課題を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

２ 自力解決をする。 

ア イ・・・１１―８＝３ ２×３＋８＝１４ 

  チ・・・１５－８＝７ ２×７＋８＝２２ 

 

イチゴ１１人 

 

 

両方８人 チョコレート１５人 

 

イチゴ は１４個，チョコレートは２２個用意すればよい。 

 

イ 分からない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習リーダーに

進めさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・分からない児童

にはヒントカ

ードを用意し

ておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単元課題） 
２学期の終わりに，５・６年生でクリスマス会をしたいと思

います。５年生のみなさんには，ジュースを用意してもらおう
と思います。 
 ５年生は３と１／４L，６年生は２と３／８L，村上先生は
１／２L用意したいです。ジュースは何L用意したらいいです
か。 

 

授業のポイント！【全体交流】 

① 単元課題の提示の仕方を工夫する。 

② 自力解決や集団解決では，単元をつらぬくアイディア（本質）を活用して，自分の考えを式・図・言葉などを用いて分かりやすく説明させることで，練り合いを深めさせる。 

③ 授業を通して分かったことや友達の発表を聞いて考えたこと，自分の成長などについて，ＩＣＥルーブリックを活用して振り返らせる。 

〇児童が「解きたい。」と思える

ような単元課題の提示をする。 

（写真や映像，実際に行う活動な

ど） 

〇主体的な学び 

・情報の提示の仕方を

工夫することで，児

童が興味・関心をも

って学習できるよう

にする。 

 

〇児童が「解きたい。」と思える

ような単元課題の提示をする。 

（写真や映像，実際に行う活動な

ど） 

〇主体的な学び 

・情報の提示の仕方を

工夫することで，児

童が興味・関心をも

って学習できるよう

にする。 

 

（単元課題） 
２学期の終わりに，５・６年生でクリスマス会をしたいと思いま

す。６年生のみなさんには，ケーキの上にのせるくだものとおかし
がいくついるのかを調べてほしいと思います。 
 村上先生がみんなのために，イチゴとチョコレートを用意したい
と思います。５・６年生にアンケートをとったところ， 
 イチゴに手をあげた人は１１人，チョコレートに手をあげた人は
１５人で，そのうち両方に手をあげた人は８人でした。 
 下のように決めて配ると，イチゴは何個，チョコレートは何個用
意すればいいですか。 
    両方に手をあげた人・・・イチゴ１こ，チョコレート１こ 
    イチゴだけに手をあげた人・・・イチゴ２こ 
    チョコレートだけに手をあげた人・・・チョコレート２こ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・必要なジ

ュース

の分量

を，単元

をつらぬ

くアイデ

ィア（本

質）を使

って考え

ている。 

(行動観察，

ノート) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 考えたことをもとに，話し合う。 

 

 

 

３  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 振り返りをする。 

３ 

ね 

り 

あ 

う 

⑳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

振 

り 

返 

り 

③ 

 

 

３ 

ね 

り 

あ 

う 

⑳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

振 

り 

返 

り 

③ 

 

 

 

３ 考えたことをもとに，話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・必要なイ
チゴとチ
ョコレー
トの個数
を単元を
つらぬく
アイディ
ア 
（本質）
を使って
考えて 
いる。 
(行動観
察，ノー
ト) 

 

（４）板書計画（５年）                                          （４）板書計画（６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ノートに書いた自分の考えを，言語技術を用い

て，分かっていることと求めることを明確にし

て式・図・言葉で友達に分かりやすく説明し，

意見を交流する。 

ア 全ての分数を足します。 

  ３と１／４＋２と３／８＋１／２＝６と１／８ 

 ジュースは６と１／８L用意すればいいです。 

 

ィ 全ての分数を足します。 

  ３と１／４＋２と３／８＋１／２＝６と１／８ 

 ジュースは１L単位で売っているから，６＋１＝７で７

L必要です。 

 

〇対話的で深い学び合い 

（練り合いの充実） 

・ノートに書いた自分の考えや，友達の

意見を参考にして，全体の場で自信を

もって発表させる。 

・練り合いの場面では，「単元をつらぬ

くアイディア（本質）はどこか。」，

「どこまでが分かって，どこからが分

からないか。」を意識して，友達の発

表を聞くように指導する。 

・疑問や補足に加えて，意見交流の中か

ら算数の本質に迫るようにさせる。 

〇ＩＣＥルーブリックを活用して，本

時の授業を振り返る。 

Ｃ：分数はやっぱり「１」をもとにし

て，分母の違う分数は通分して計

算すればよいことが分かった。 

  ペットボトルに入ったジュースを

みんなで分ける時にも，この考え

を使っていきたい。  

 

 

 

 

〇ＩＣＥルーブリックを活用して，

本時の授業を振り返る。 

Ｃ：「全体」，「部分①」，「部分

②」の図に分けて考えるとよい

ことが分かった。 

  他の食べ物を分ける時にも，こ

の考えを使っていきたい。  

 

 

 

 

〇深い学び合い 

（振り返りの充実） 

・ＩＣＥルーブリックを活用

して，本時の授業を振り返

り，自己の成長やできるよ

うになったことを発表させ

る。 

 

〇深い学び合い 

（振り返りの充実） 

・ＩＣＥルーブリックを活

用して，本時の授業を振

り返り，自己の成長やで

きるようになったことを

発表させる。 

〇対話的で深い学び合い 

（練り合いの充実） 

・ノートに書いた自分の考えや，友達の

意見を参考にして，全体の場で自信を

もって発表させる。 

・練り合いの場面では，「単元をつらぬ

くアイディア（本質）はどこか。」，

「どこまでが分かって，どこからが分

からないか。」を意識して，友達の発

表を聞くように指導する。 

・疑問や補足に加えて，意見交流の中か

ら算数の本質に迫るようにさせる。 

〇ノートに書いた自分の考えを，言語技術を用い

て，分かっていることと求めることを明確にし

て式・図・言葉で友達に分かりやすく説明し，

意見を交流する。 

全体と部分に分けたテープ図で説明します。 

まず，イチゴの個数を求めます。両方選んだ人か 

らイチゴだけを選んだ人を引きます。１１－８＝３で，３

人いることが分かります。 

 イチゴだけを選んだ人は２個もらえて両方選んだ人は１

個もらえるから，２×３＋８＝１４で，イチゴは１４個必要

です。 

次に，チョコレートの個数を求めます。両方選んだ人か 

らチョコレートだけを選んだ人を引きます。１５－８＝７

で，７人いることが分かります。 

 チョコレートだけを選んだ人は２個もらえて両方選んだ

人は１個もらえるから，２×７＋８＝２２で，チョコレート

は２２個必要です。 

 だから，イチゴは１４個，チョコレートは２２個用意し

なければなりません。 

 

 

 

（単元課題） 
２学期の終わりに，５・６年生でクリスマス会をした

いと思います。５年生のみなさんには，ジュースを用意
してもらおうと思います。 

 ５年生は３と１／４L，６年生は２と３／８L，村上先
生は１／２L用意したいです。ジュースは何L用意したら
いいですか。 

 

（単元課題） 

２学期の終わりに，５・６年生でクリスマス会をしたいと思います。６年生のみなさんには，ケーキの上にのせるくだものとおか

しがいくついるのかを調べてほしいと思います。 

 村上先生がみんなのために，イチゴとチョコレートを用意したいと思います。５・６年生にアンケートをとったところ， 

 イチゴに手をあげた人は１１人，チョコレートに手をあげた人は１５人で，そのうち両方に手をあげた人は８人でした。 

 下のように決めて配ると，イチゴは何個，チョコレートは何個用意すればいいですか。 

両方に手をあげた人・・・イチゴ１こ，チョコレート１こ イチゴだけに手をあげた人・・・イチゴ２こ 

チョコレートだけに手をあげた人・・・チョコレート２こ 

 

 

 

振り返り 振り返り 

I:分数は「１」をもとにして計算すれば,どんな計算でもできることが分かった。 

C:○○さんの図がとても分かりやすかったので,やってみたい。 

E：ケーキの数も計算してみたい。 

I:「全体」，「部分①」,「部分②」の計算の仕

方が分かった。  

C:○○さんの図が分かりやすかったので，やっ

てみたい。 

E：他の食べ物を用意するときにも使えそうだ。 

 

分 

求 

分 

求 

５年→３と１／４L ６年→２と３／８L 

先生→１／２L 

ジュースは何L用意したらいいか。 

イ・・・１１人 チ・・・１５人 両・・・８人 

両→イ１，チ１ イ→イ２ チ→２ 

イチゴとチョコレートを何個用意すればいいか。 

さぐる 

さぐる 練り合う 

練り合う 

ア  ３と１／４＋２と３／８＋１／２＝６と１／８ 

    

ジュースは６と１／８L用意したほうがよい。 

 

イ ３と１／４＋２と３／８＋１／２＝６と１／８ 

  ６＋１＝７ 

ジュースは６Lでは足りないので，７L用意したほうがよい。 

 

イ・・・１１―８＝３ ２×３＋８＝１４ 

チ・・・１５－８＝７ ２×７＋８＝２２ 

イチゴ は１４個，チョコレートは２２個用意すればよい。 

 

単 L 単 個 


